
新旧対照表（千葉市総合評価落札方式ガイドライン） 

旧 新（令和７年４月１日）一部改定 摘要 

 

 

総合評価落札方式及びガイドラインの制定・改正の経緯 

・令和 7 年度  ICT 活用工事等の取組状況の評価基準を改定 

CPD(S)制度の取得実績の評価基準を千葉市が認定す

る運営団体の推奨単位以上に改定 

P6 

改正内容の

追記 

 

【設計金額以上であっても評価落札方式を適用しない場合】 

① 緊急性を要する工事（災害復旧工事など） 

② 千葉市総合評価落札方式実施要領第 6 条により、総合評価落札方式に

よることの適否について「技術審査会」で審査を実施し、総合評価落

札方式を適用しないこととした場合 

以下のような事例があります。 

・安全・安心な街づくりの担い手となる市内建設業者の経営の効

率化及び安定化、公共工事の品質確保等を目的に、年間を通し

て切れ目のない事業展開（施工時期の平準化）に資する案件 

・緊急性・即効性の高い事業の早期執行に特段の配慮が求められ

るもの（入札不調等により、再度の入札執行を必要とするもの

などのうち、早期に発注する必要がある案件などもこれに該

当し、総合評価落札方式を適用しない場合があります。）※補

正予算による経済対策を含む 

・技術的工夫の余地が特に小さい工事 

③ 設計図書等の誤りなどを訂正し、設計金額３，５００万円未満だった

工事が、設計金額３，５００万円以上になった場合 

設計図書等の誤り、誤謬などがあった場合、「現場説明書及び現場説

明に対する質問回答書」又は「数量確認書に対する回答書」にて明示す

ることで、入札手続きを継続することがあります。この場合において、

 

【設計金額以上であっても総合評価落札方式を適用しない場合】 

① 緊急性を要する工事（災害復旧工事など） 

② 千葉市総合評価落札方式実施要領第 6 条により、総合評価落札方式に

よることの適否について「技術審査会」で審査を実施し、総合評価落

札方式を適用しないこととした場合 

以下のような事例があります。 

・安全・安心な街づくりの担い手となる市内建設業者の経営の効

率化及び安定化、公共工事の品質確保等を目的に、年間を通し

て切れ目のない事業展開（施工時期の平準化）に資する案件 

・緊急性・即効性の高い事業の早期執行に特段の配慮が求められ

るもの（入札不調等により、再度の入札執行を必要とするもの

などのうち、早期に発注する必要がある案件などもこれに該

当し、総合評価落札方式を適用しない場合があります。）※補

正予算による経済対策を含む 

・指名競争入札で実施することが特に必要と認められる工事 

・技術的工夫の余地が特に小さい工事 

③ 設計図書等の誤りなどを訂正し、設計金額３，５００万円未満だった

工事が、設計金額３，５００万円以上になった場合 

設計図書等の誤り、誤謬などがあった場合、「現場説明書及び現場説

P7 

事例の追記 



新旧対照表（千葉市総合評価落札方式ガイドライン） 

旧 新（令和７年４月１日）一部改定 摘要 

設計金額が変更になっても、総合評価落札方式の適用の有無や、型式の

変更は行いません。そのため、設計金額が３，５００万円未満だった工

事が、３，５００万円以上になった場合でも、総合評価落札方式を適用

しません。 

明に対する質問回答書」又は「数量確認書に対する回答書」にて明示

することで、入札手続きを継続することがあります。この場合におい

て、設計金額が変更になっても、総合評価落札方式の適用の有無や、

型式の変更は行いません。そのため、設計金額が３，５００万円未満

だった工事が、３，５００万円以上になった場合でも、総合評価落札

方式を適用しません。 

 

 

（評価基準） 

 

 

 

 

 

（評価基準） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P15 

評価基準の

改定 

（評価基準） 

 

 

 

 

 

（評価基準） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P17 

評価基準の

改定 



新旧対照表（千葉市総合評価落札方式ガイドライン） 

旧 新（令和７年４月１日）一部改定 摘要 

２）企業に属する技術者の情報 

 

 

 

 

※ 女性技術者を登録する場合は、利用登録時に、被保険者番号等をマ

スキング(黒塗り)した健康保険被保険者証の写しを提出してくださ

い。 

２）企業に属する技術者の情報 

 

 

 

 

※ 女性技術者を登録する場合は、利用登録時に、被保険者番号、マイ

ナンバー等をマスキング(黒塗り)した健康保険被保険者証(有効期限

内のもの)又はマイナンバーカードの写しを提出してください。 

 

P34 

確認書類の

追加 

（４）災害等協力者名簿の登載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）災害等協力者名簿の登載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P56 

災害協定一

覧の更新 



新旧対照表（千葉市総合評価落札方式ガイドライン） 

旧 新（令和７年４月１日）一部改定 摘要 

（１）若手・女性技術者の配置 

 ・特別簡易型・実績育成タイプの場合は、入札公告年度の４月１日時点

の年齢が満４０歳未満である、又は、女性技術者を主任（監理）技術

者若しくは現場代理人として配置する場合に加点されます。 

評価基準（特別簡易型・実績育成タイプのみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 ・女性技術者を配置する場合は、あらかじめ利用登録時に、被保険者番

号等をマスキング(黒塗り)した健康保険被保険者証の写しを提出して

ください。 

 ・令和５年度から女性技術者の評価が追加されたため、令和４年度以前

に技術者の登録がされている場合でも、女性技術者としての登録には、

証明資料として健康保険被保険者証の写しの提出が必要です。 

 ・女性技術者を現場代理人として配置するときに、技術者の利用登録が

されていない場合は、利用登録をしてください。 

 

（１）若手・女性技術者の配置 

 ・特別簡易型・実績育成タイプの場合は、入札公告年度の４月１日時点

の年齢が満４０歳未満である、又は、女性技術者を主任（監理）技術

者若しくは現場代理人として配置する場合に加点されます。 

評価基準（特別簡易型・実績育成タイプのみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 ・女性技術者を配置する場合は、あらかじめ利用登録時に、被保険者番

号、マイナンバー等をマスキング(黒塗り)した健康保険被保険者証(有

効期限内のもの)又はマイナンバーカードの写しを提出してください。 

 ・令和５年度から女性技術者の評価が追加されたため、令和４年度以前

に技術者の登録がされている場合でも、女性技術者としての登録には、

証明資料として健康保険被保険者証(有効期限内のもの) 又はマイナン

バーカードの写しの提出が必要です。 

 ・女性技術者を現場代理人として配置するときに、技術者の利用登録が

されていない場合は、利用登録をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P70 

確認書類の

追加 



新旧対照表（千葉市総合評価落札方式ガイドライン） 

旧 新（令和７年４月１日）一部改定 摘要 

① 配置予定技術者の所持資格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 配置予定技術者の所持資格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P76 

資格選択リ

ストの更新 



新旧対照表（千葉市総合評価落札方式ガイドライン） 

旧 新（令和７年４月１日）一部改定 摘要 

② ＣＰＤ（Ｓ）制度における単位取得実績 

・ＣＰＤ(S)制度とは、継続学習（Conteinuing Ｐrofessional DeveloＰ

ment（System））と呼ばれ、個人が講習会などで学習をした場合に、そ

の学習の記録を登録し、必要な場合に学習履歴の証明書を発行するシス

テムです。 

・ＣＰＤ(S)制度における単位取得実績については、過去１カ年度間（入

札公告年度の前年度。令和 6年度公告案件であれば、令和 6 年 4 月 1 日

~令和 7年 3月 31 日まで）に千葉市が認定した運営団体の CＰD(S)制度

において 13 単位以上の取得実績がある場合に評価します。 

・実績がある場合は、当該運営団体（＝証明機関）が発行する実績証明書

の写しを添付してください。なお、個別講習会の受講証明では、評価対

象とはなりません。 

・複数の団体から単位を取得している場合も、合計で１３単位以上あれば

評価の対象とします。 

その場合は、認定団体を１つ選択し、複数団体からの証明書を pdf 形式

の１つのファイルにまとめてアップロードしてください。 

・千葉市が認定する運営団体は、千葉市役所技術管理課ホームページ「総

合評価落札方式のページ」に最新の情報を掲載しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ＣＰＤ（Ｓ）制度における単位取得実績 

・ＣＰＤ(S)制度とは、継続学習（Conteinuing Ｐrofessional DeveloＰ

ment（System））と呼ばれ、個人が講習会などで学習をした場合に、そ

の学習の記録を登録し、必要な場合に学習履歴の証明書を発行するシス

テムです。 

・ＣＰＤ(S)制度における単位取得実績については、過去１カ年度間（入

札公告年度の前年度。令和 6 年度公告案件であれば、令和 6 年 4 月 1 日

~令和 7年 3月 31 日まで）に千葉市が認定した運営団体の CＰD(S)制度

において推奨単位以上の取得実績がある場合に評価します。 

・実績がある場合は、当該運営団体（＝証明機関）が発行する実績証明書

の写しを添付してください。なお、個別講習会の受講証明では、評価対

象とはなりません。 

 

 

 

 

・千葉市が認定する運営団体は、千葉市役所技術管理課ホームページ「総

合評価落札方式のページ」に最新の情報を掲載しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P78 

評価基準の

改定 



新旧対照表（千葉市総合評価落札方式ガイドライン） 

旧 新（令和７年４月１日）一部改定 摘要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P79 

評価基準の

改定 

 

（３）配置予定技術者の情報入力 

・配置予定技術者を記入します。 

・実際の工事の施工にあたり、本様式に記載した技術者の変更は認めま

せん。ただし、病気・退職等で職務遂行が不能であるといったやむを

得ない場合及び主任（監理）技術者の専任配置を要しない期間があ

る工事の場合はのぞきます。  

・技術提案を提出するまでに配置予定技術者を特定することができな

い場合は、最大２人まで配置予定技術者を選出することが可能です。

この場合、その２人の配置予定技術者名を記入してください。 

※建設共同企業体による共同施工の場合も、構成員ごとに最大２人

まで配置予定技術者を選出することが可能なので、構成員ごとに

選出する配置予定技術者名を記入してください。 

・２人の配置予定技術者を選出した場合、配置予定技術者に係るすべて

の評価項目を２人分入力する必要があります。評価項目ごとに低い方

の評価を採用します。 

（例．２人の配置予定技術者を選出し、技術提案を行った場合の評価例） 

 

 

 

 

 

 

 

（３）配置予定技術者の情報入力 

・配置予定技術者を記入します。 

・実際の工事の施工にあたり、本様式に記載した技術者の変更は認めま

せん。ただし、病気・退職等で職務遂行が不能であるといったやむを

得ない場合及び主任（監理）技術者の専任配置を要しない期間があ

る工事の場合はのぞきます。  

・技術提案を提出するまでに配置予定技術者を特定することができな

い場合は、最大２人まで配置予定技術者を選出することが可能です。

この場合、その２人の配置予定技術者名を記入してください。 

※建設共同企業体による共同施工の場合も、構成員ごとに最大２人

まで配置予定技術者を選出することが可能なので、構成員ごとに

選出する配置予定技術者名を記入してください。 

・２人の配置予定技術者を選出した場合、配置予定技術者に係るすべて

の評価項目を２人分入力する必要があります。評価項目ごとに低い方

の評価を採用します。 

（例．２人の配置予定技術者を選出し、技術提案を行った場合の評価例） 

 

 

 

 

 

 

P100 

確認書類の

追加 



新旧対照表（千葉市総合評価落札方式ガイドライン） 

旧 新（令和７年４月１日）一部改定 摘要 

・２人の配置予定技術者を選出した場合、どちらか一方でも基礎点制度

申請がされていない場合は、欠格となります。 

・特別簡易型・実績育成タイプの場合は、入札公告年度の４月１日時点

の年齢が満４０歳未満である場合、又は、女性技術者を主任（監理）

技術者若しくは現場代理人として配置する場合に加点されます。 

 

 ・女性技術者を配置する場合は、あらかじめ利用登録時に、被保険者番

号等をマスキング(黒塗り)した健康保険被保険者証の写しを提出して

ください。 

 ・令和５年度から女性技術者の評価が追加されたため、令和４年度以前

に技術者の登録がされている場合でも、女性技術者としての登録に

は、証明資料として健康保険被保険者証の写しの提出が必要です。 

 ・女性技術者を現場代理人として配置するときに、技術者の利用登録が

されていない場合は、利用登録をしてください。 

 

 

評価基準（特別簡易型・実績育成タイプのみ） 

 

 

 

 

・２人の配置予定技術者を出した場合、どちらか一方でも基礎点制度申

請がされていない場合は、欠格となります。 

・特別簡易型・実績育成タイプの場合は、入札公告年度の４月１日時点

の年齢が満４０歳未満である場合、又は、女性技術者を主任（監理）

技術者若しくは現場代理人として配置する場合に加点されます。 

 

 ・女性技術者を配置する場合は、あらかじめ利用登録時に、被保険者番

号、マイナンバー等をマスキング(黒塗り)した健康保険被保険者証(有

効期限内のもの)又はマイナンバーカードの写しを提出してください。 

 ・令和５年度から女性技術者の評価が追加されたため、令和４年度以前

に技術者の登録がされている場合でも、女性技術者としての登録に

は、証明資料として健康保険被保険者証(有効期限内のもの)又はマイ

ナンバーカードの写しの提出が必要です。 

 ・女性技術者を現場代理人として配置するときに、技術者の利用登録が

されていない場合は、利用登録をしてください。 

 

評価基準（特別簡易型・実績育成タイプのみ） 

 

 

 

 

 

（１０）ＩＣＴ活用工事等の取り組み状況 

・ＩＣＴ活用工事等の対象として発注された工事のみで評価項目となり

ます。 

・ＩＣＴ活用工事等の対象として発注された工事において、ＩＣＴ活用工

事を実施する場合に評価します。 

・フル型ＩＣＴ活用工事とは、千葉市ＩＣＴ活用工事実施要領（試行）「第

２ ＩＣＴ活用工事」に規定された、①～⑤の施工プロセスにおいて、

全ての段階（施工プロセス５つ）でＩＣＴ施工技術を活用する工事とし

ます。 

 

（１０）ＩＣＴ活用工事等の取り組み状況 

・ＩＣＴ活用工事等の対象として、受注者希望Ⅰ型で発注された工

事のみで評価項目となります。 

・受注者希望Ⅰ型において、ＩＣＴ活用工事を実施する場合に評価

します。 

・建設共同企業体による共同施工の場合、建設共同企業体として評

価します。 

・受注者希望Ⅰ型において、フル型ＩＣＴ活用工事、チャレンジ簡

易型ＩＣＴ活用工事、トライアル型ＩＣＴ活用工事を実施すると

P136-137 

評価基準の

改定 



新旧対照表（千葉市総合評価落札方式ガイドライン） 

旧 新（令和７年４月１日）一部改定 摘要 

・チャレンジ簡易型ＩＣＴ活用工事とは、千葉市ＩＣＴ活用工事実施要領

（試行）「第２ ＩＣＴ活用工事」に規定された、①～⑤の施工プロセス

において、②、④、及び⑤におけるＩＣＴ施工技術の活用を必須とし、

①、③の段階で受注者の希望によりＩＣＴ施工技術の活用を選択（施工

プロセス３～４つ）し、部分的に活用する工事とします。 

・トライアル型ＩＣＴ活用工事とは、千葉市ＩＣＴ活用工事実施要領（試

行）「第２ ＩＣＴ活用工事」に規定された、フル型ＩＣＴ活用工事、チ

ャレンジ簡易型ＩＣＴ活用工事以外で、何れかの施工プロセス（施工プ

ロセス１～２つ、施工プロセス３～４つ）でＩＣＴ施工技術を活用する

工事とします。 

・建設共同企業体による共同施工の場合、建設共同企業体として評価しま

す。 

・受注者希望Ⅰ型において、フル型ＩＣＴ活用工事（施工プロセス５つ）、

チャレンジ簡易型、トライアル型ＩＣＴ活用工事（施工プロセス３～４

つ）、トライアル型ＩＣＴ活用工事（施工プロセス１～２つ、施工プロ

セス３～４つ）を実施すると提案したにも関わらず、受注者の責により

提案内容の実施が認められなかった場合は、契約違反に該当する疑い

があるため、契約課に報告するとともに、ペナルティとして工事成績評

定から５点を減じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案したにも関わらず、受注者の責により提案内容の実施が認め

られなかった場合は、契約違反に該当する疑いがあるため、契約

課に報告するとともに、ペナルティとして工事成績評定から５点

を減じます。 

 

【ＩＣＴ活用工事について】 

「ＩＣＴ活用工事」とは建設現場における生産性向上のため、以下に示

す①～⑤の施工プロセスの各段階においてＩＣＴを活用する工事です。 

① ３次元起工測量 

② ３次元設計データ作成 

③ ＩＣＴ建設機械による施工 

④ ３次元出来形管理等の施工管理 

⑤ ３次元データの納品 

 

１）フル型ＩＣＴ活用工事とは、千葉市ＩＣＴ活用工事実施要領

（試行）「第２ ＩＣＴ活用工事」に規定された、①～⑤の施

工プロセスにおいて、全ての段階でＩＣＴ施工技術を活用す

る工事とします。 

２） チャレンジ簡易型ＩＣＴ活用工事とは、千葉市ＩＣＴ活用

工事実施要領（試行）「第２ ＩＣＴ活用工事」に規定され

た、①～⑤の施工プロセスにおいて、②、④、及び⑤にお

けるＩＣＴ施工技術の活用を必須とし、①、③の段階で受

注者の希望によりＩＣＴ施工技術の活用を選択し、部分的

に活用する工事とします。 

３）トライアル型ＩＣＴ活用工事とは、千葉市ＩＣＴ活用工事実施

要領（試行）「第２ ＩＣＴ活用   工事」に規定された、

フル型ＩＣＴ活用工事、チャレンジ簡易型ＩＣＴ活用工事以

外で、ＩＣＴ施工技術のうち、②（必須）、かつ③若しくは④

（いずれかを必須）の段階でＩＣＴ施工技術の活用を選択し、

部分的にＩＣＴ施工技術を活用する工事とします。 

ただし、工種によっては「該当なし」のプロセスがあるため、型式・

工種別の適用については下表を参照ください。 



新旧対照表（千葉市総合評価落札方式ガイドライン） 

旧 新（令和７年４月１日）一部改定 摘要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考】ＩＣＴ活用工事（施工プロセス） 

①３次元起工測量 

②３次元設計データ作成 

③ＩＣＴ建設機械による施工 

型式・工種別 適用プロセス一覧表 

※１：必須、選択以外の施工段階でＩＣＴ施工技術を活用することも可能。 

※２：ＩＣＴ作業土工（床掘）はＩＣＴ土工の関連施工工種として実施。 

※３：ＩＣＴ付帯構造物設置工はＩＣＴ土工及びＩＣＴ舗装工の関連施工

工種として実施。 

※４：ＩＣＴ小規模土工は「３次元出来形管理等の施工管理」が該当なし

であるため、チャレンジ簡易型の対象外とする。 

 

評価基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新旧対照表（千葉市総合評価落札方式ガイドライン） 

旧 新（令和７年４月１日）一部改定 摘要 

④３次元出来形管理等の施工管理 

⑤３次元データの納品 

 

【参考】千葉市ＩＣＴ活用工事実施要領（試行）「第２ ＩＣＴ活用工事」 

（１） ①～⑤の施工プロセスにおいて、全ての段階でＩＣＴ施工技術

を活用する工事を、「フル型ＩＣＴ活用工事」とする。 

（２） ①～⑤の施工プロセスにおいて、②、④、及び⑤におけるＩＣ

Ｔ施工技術の活用を必須とし、①、③の段階で受注者の希望に

よりＩＣＴ施工技術の活用を選択し、部分的に活用する工事を

「チャレンジ簡易型ＩＣＴ活用工事」とする。 

（３） （１）、（２）以外で、何れかの施工プロセスでＩＣＴ施工技術

を活用する工事を、「トライアル型ＩＣＴ活用工事」とする。 

ただし、５つの施工プロセスのうち、土工（１，０００㎥未満）、小

規模土工については、①は従来手法による起工測量を原則としてい

るため、①を除く４つの施工プロセスを全て実施した場合に「フル型

ＩＣＴ活用工事」とします。 
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